
 

  

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

  

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 

後 

の 

予 

定 

日 付 
開始時間 

終了時間 場 所 事 項 内  容 

11 月 26 日 
12:30 

13:30 

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 卓話：スポーツキャスター 青島 健太 氏 

12 月 3 日 
12:30 

13:30 

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 

卓話：国連大学協力会  

常務理事兼事務局長 森 茜 氏 

12 月 10 日 
12:30 

13:30 

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 卓話：参議院議員 片山 さつき 氏 

12 月 15 日
(水) 

18:00 
B１F ギャラクシー 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 

35周年 

式 典 
35周年式典・祝賀会 

12 月 24 日 
12 月 31 日 

            休    会 

2022 年 
1 月 7 日 

12:30 

13:30 

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 「新春落語」 三遊亭円楽 師匠 

東京赤坂ロータリークラブ 
NO. 1590 /  2021. 11. 19 
例 会/ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 

    Tel 03-3505-1111 

事務局/〒107-0052 東京都港区赤坂 2-19-8 

    赤坂 2 丁目アネックス 3F 

    TeL  03-3505-5976 

    Fax  03-3505-6004 

    http://www.akasakarotary.com/ 

 

 

本日の例会：2021年 11月 19日 通算 1616回 本年度 第 17 回   

第３回クラブ協議会 「35周年記念について」 

   

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
       
 

 

 
 
 

 

 

20２1～22年度 
国際ロータリーのテーマ 

「僅かなことにも手を差し伸べよう、そして信頼と絆」  2012～2013年度クラブテーマ    東京赤坂ロータリークラブ週報       

Weekly Report       会長  河邉  幸夫                          
2021～2022 年度クラブテーマ 

「みんなで親睦・奉仕 楽しく規律ある例会」 

 

● 第 1615回 例会報告 ／ 2021年 11月 12日  

出席報告：会員 52名 出席 38 名(内 ZOOM 3名) 

ビジター：板橋一成(東京サンライズ汐留 RC) 

     内田泰介(東京愛宕 RC) 

計 2名 (敬称略) 
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卓話： 

 

イニシエーションスピーチ 

  

浅野 衣理奈 氏 

   

 

  
     11月 12日 16件 30,000円 累計 482,000 円 

多額の寄付を有難うございました。（敬称略）   

板橋一成(東京サンライズ汐留RC)/河邉幸夫/入沢頼二/

高須康有/土屋東一/コンシニ/岩上義明/穂苅裕久/藤

井万博/小林博茂/佐藤仁/藤井隆宏/森本勝好/金山驍/

谷口友保/小川大介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京サンライズ汐留 RC板橋幹事よりご案内： 

 

  

 

12/12(日)に「チャリティーキッズフェスタ」を赤坂区民

センターで開催いたします。ご参加のほどよろしくお願

い申し上げます。 

http://www.akasakarotary.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

東京赤坂ロータリークラブ／●会長：河邉幸夫 副会長: 穂苅裕久 幹事：福田栄二  会報委員長：望月明美  今週の担当：望月明美 

  

                  ロータリーボイス       2020年 11 月 13日 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

中核的価値観としての「多様性」 
ホルガー・クナーク RI会長とのインタビュー 
「多様性・公平さ・インクルージョン（DEI）」シリーズ第 1回 

「もちろん、これからの 10 年がどうなるかは誰にもわかりませんが、どうなろうと、私たちが果たすべき特別な責任を
常に意識しなければなりません。なぜなら、ロータリーで私たちは公平さ、寛容、平和という価値観を信じているからで
す。今まさに、世界各地で『寛容』の重要性が高まっています。ロータリーとは政治的な団体ではなく、これからもそう
あってはなりませんが、明らかに間違ったことがあれば、目を背けることはできません。ロータリアンは沈黙してはなり
ません。私たちは、ロータリーの価値観と「四つのテスト」を身をもって示します。私たちの真価は、結果だけでなく、
態度で試されるのです」 ホルガー・クナーク（2020 年 1 月 24 日） 
今年はじめ、サンディエゴ（米国）で開かれた国際協議会の講演で、ロータリー会長エレクトだったホルガー・クナーク
氏がこう語ったとき、その 3 カ月後にこれらの言葉がいかに予言的なものとなるかを知っていた人はいませんでした。 

5 月 25 日、46 歳の黒人のアメリカ人、ジョージ・フロイド氏が、約 2400 キロメートル離れた米国ミネソタ州で、偽札
使用の疑いで警察に拘束された際に死亡しました。 
この死は世界に火をつけ、これをきっかけに世界中の国が自らの良心を見つめはじめたのです。 

それに先立つサンディエゴでの講演で、ドイツ人として初の RI 会長に選ばれたホルガー氏は、100 年前の話にさかのぼ
り、母国にも降りかかった当時の苦難について語りました。「この協議会では、異文化について多くのことを学び、寛容
の必要性に特に焦点を当ててきました。（中略）今年は 2020 年ですが、今から 100 年前は『狂騒の 20 年代』と呼ばれて
いました。当時の記憶は写真や映画によってぼやけてしまっていますが、現実には、あの 10 年間に社会の溝がどんどん
深まり、悲惨な事態へと向かっていました」 

去る 8 月、ホルガー氏は、数日前に米国ウィスコンシン州で起きた「Black Lives Matters（黒人の命は大切）」抗議者の
銃撃事件について振り返り、一連の出来事に危機感を抱いていることを認めました。 

「当然、私たちは『なぜこんなことになったのか？』と考えます。不正や人種差別はもちろん容認できません。暴力に暴
力で対抗することも、同じく容認できません。米国で起きていることにショックを受けています」 

世界が米国に注目する中、ホルガー氏は、米国で起きている「Black Lives Matters」は、ほかの国での抗議運動とは異
なると言います。 

「どこにでも人種差別があるわけではありませんが、差別はどこにでも存在します。差別と闘うには、歴史をたどり、そ
の根源を見つけなければなりません。インドであれ、日本、英国、ドイツであれ、どこであってもその形は異なります。
差別とは、歴史とその起源によって異なるのです。ですから、国ごとに歴史を探る必要があります」 

ホルガー氏は、ドイツが第二次世界大戦の恐怖から立ち直りつつあった 1952 年生まれ。ナチ政権による圧力の下、ドイ
ツのロータリークラブは 1937 年 10 月に解散し、国際ロータリーからの脱退を余儀なくされました。戦時中に密かに例
会を続けたクラブもありましたが、1948 年になってようやく、西ドイツ内でのロータリーの復帰が政府により認められ
ました。 

人種問題や差別について考えながら、ホルガー氏は「私の国にはひどい例がたくさんある」と漏らします。「どの国にも、
自力で解決しなければならない問題があります。こうした問題は、過去に自分たちがつくり出したものだからです。ドイ
ツの場合、暗黒の時代は、戦前の 1930 年代半ばに始まりました。そのときに数々の問題が生み出されましたが、大半の
ロータリークラブがそのシステムの一部だったことは確かです。ある歴史家のグループが最近、当時の出来事について一
冊の本を出しました。そこに、当時のロータリークラブがユダヤ人の会員をいかに差別したかが書かれています。これは
誇れることではありませんが、私は、歴史を消去すべきではなく、そこから学ぶべきだと考えています。心からそう信じ
ています。あらゆる問題について話し合い、未来のために学ばなくてはなりません」 
ジョージ・フロイド氏の死から間もなく、国際ロータリーは独自の声明を出し、多様性、公平さ、インクルージョン（包
摂）の大切さをあらためて訴えました。ロータリーは 2 年ほど前、「多様性、公平さ、インクルージョン（包摂）」の声明
を作成しました。 

そしてこの夏、国際ロータリー理事会は、さらなる行動を起こす必要性を認識し、「国際的なアプローチを模索するため
に世界各地の専門家から成る『多様性・公平さ・インクルージョンタスクフォース』を設置する」ことを決定しました。 
ホルガー氏はこう説明します。「これは米国だけの問題ではなく、『Black Lives Matter』の問題でもありません。多様性、
公平さ、インクルージョンへの異なるアプローチなのです。それぞれの国や文化に合ったかたちで行動に移す方法を、ロ
ータリークラブに紹介できたらよいと考えています。私にとって、多様性はロータリ―クラブの『願いごと』の一つでは
なく、ロータリーの中核的価値観の一つなのです」 
 

ドイツ、ラッツェルブルグの自宅前にて 
2020-21 年度 国際ロータリー会長 
 ホルガー・クナーク氏。 

この問題は政治的だから話し合いたくないと感じる人がロータリーにいる
ことを、ホルガー氏は認識しています。「話し合いたくないことがあると、
『政治的だから』と言うのです」とホルガー氏。「その良い例が、ロータリ
ーの新しい重点分野となった『環境』です。政治的だという理由で、気候変
動について話し合うべきではないと言う人が多くいます。私は、環境問題
は政治的なものとは思いません。事実、だからこそ重要なのです。明らか
に間違ったことがあれば、私たちは『ノー』と言わなければなりません」 
 

「差別とは、歴史とその起源によって異なるのです。 
ですから、国ごとに歴史を探る必要があります」 

 


